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村
民
が
安
心
で
き
る
地
域
医
療

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
平
日
夜

間
の
急
患
診
療
（
内
科
・
小
児
科
）

を
村
上
市
に
委
託
し
ま
す
。�

�

　
ま
た
、
村
上
総
合
病
院
の
休
日

診
療
体
制
の
補
助
金
に
１
５
９
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

�

　
予
防
接
種
費
用
に
は
１
７
２
０

万
円
を
計
上
し
、
予
防
対
策
に
力

を
入
れ
ま
す
。
幼
児
の
細
菌
性
髄

膜
炎
に
よ
る
障
が
い
発
症
を
予
防

す
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
を
全
額
助
成
。
中
学
１
年
生
女

子
を
対
象
と
し
た
子
宮
け
い
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
全
額
助
成

も
継
続
し
ま
す
。�

　
少
子
化
対
策
で
は
、
年
間
10
万

円
を
上
限
と
し
た
不
妊
治
療
補
助

金
を
新
規
計
上
。�

　
ま
た
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る

よ
う
に
妊
婦
健
診
費
４
０
０
万
円

を
計
上
し
全
額
助
成
を
実
施
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
通
院
・
入
院
医
療

費
助
成
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
通

院
１
回
５
３
０
円
、
５
回
目
以
降

は
無
料
、
入
院
は
１
回
１
２
０
０

円
の
自
己
負
担
と
す
る
制
度
継
続

に
１
６
５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
医
療
費
助
成
の
充
実
度
は
県
下

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
中
学
生

ま
で
の
助
成
は
３
年
目
と
な
り
ま

し
た
。�

�����������

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
健
や
か
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在

宅
生
活
を
支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
地
域
の
茶
の
間
事
業

や
元
気
は
つ
ら
つ
事
業
な
ど
、
介

護
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
す
。�

�

　
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金

に
１
２
０
万
円
、
敬
老
会
開
催
補

助
金
に
２
３
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
。
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
は
２
３
６
０
万
円
と
し
ま
し

た
。�

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
福
祉
タ
ク
シ

ー
助
成
金
に
１
１
０
万
円
を
計
上
。

一
人
当
た
り
の
助
成
金
を
増
額
す

る
な
ど
、
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。�

�����������

　
水
田
利
活
用
推
進
補
助
金
に
は

１
３
０
０
万
円
を
計
上
。
国
の
政

策
に
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

地
産
地
消
推
進
対
策
費
に
は
１
３

０
万
円
を
計
上
し
、
保
育
園
、
小

学
校
、
中
学
校
へ
の
地
元
農
産
物

の
提
供
を
は
じ
め
、
あ
い
さ
い
市

利
用
促
進
事
業
と
し
て
出
荷
手
数

料
の
５
％
を
助
成
し
ま
す
。�

　
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
は

２
０
０
０
万
円
を
計
上
。
新
堀
、

玉
郷
立
、
霧
出
地
区
の
農
地
整
備

を
行
い
ま
す
。�

�

　
林
業
振
興
と
し
て
森
林
加
速
化�

・
林
業
再
生
事
業
補
助
金
を
１
５

０
０
万
円
計
上
。
事
業
主
体
は
関

川
村
森
林
組
合
で
、
作
業
道
の
開

設
と
原
木
作
業
車
を
導
入
し
、
林

業
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。�

�

　
商
工
会
補
助
金
に
６
４
８
万
円

を
計
上
。
経
営
支
援
事
業
を
は
じ

め
、
空
き
店
舗
対
策
や
地
域
商
店

街
の
活
性
化
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
村
内
消
費
拡
大
を
目
的
と

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
に
５
７
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。�

 

ゆ
〜
む
の
運
営
に
６
１
０
０
万

円
、
そ
の
他
観
光
施
設
の
管
理
費

と
し
て
４
８
６
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
計
上
し
、
運
営
を
管
理
公
社
に

委
託
し
ま
す
。�

�����������
　
自
主
防
災
組
織
の
推
進
と
育
成

に
１
３
０
万
円
、
集
落
へ
の
除
雪

機
械
購
入
補
助
金
90
万
円
、
要
援

護
世
帯
へ
の
雪
下
ろ
し
補
助
金
１

２
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、

住
民
の
安
心
安
全
対
策
を
図
り
ま

す
。�

�

　
道
路
の
修
繕
や
消
雪
パ
イ
プ
の

布
設
替
え
な
ど
の
事
業
費
は
、
１

億
４
４
０
万
円
。
上
野
新
中
束
線

の
道
路
拡
幅
を
行
う
ほ
か
、
上
関

地
内
と
上
土
沢
地
内
に
消
雪
井
戸

を
新
設
す
る
な
ど
、
老
朽
化
の
程

度
や
必
要
性
の
高
い
箇
所
に
予
算

配
分
し
ま
し
た
。�

�

　
除
雪
経
費
は
、
消
雪
パ
イ
プ
電

気
料
や
修
繕
料
、
除
雪
委
託
料
な

ど
９
３
５
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。�

�����������

　
平
成
26
年
度
稼
働
予
定
の
村
上

市
新
ご
み
処
理
場
建
設
事
業
負
担

金
を
１
８
６
０
万
円
計
上
し
ま
し

た
。�

　
ご
み
処
理
で
は
、
収
集
委
託
料

に
３
７
０
０
万
円
、
村
上
市
へ
の

ご
み
処
理
運
営
費
委
託
料
に
２
４

０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。�
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汚
水
処
理
で
は
、
下
越
清
掃
セ

ン
タ
ー
負
担
金
に
２
５
０
０
万
円
、

下
水
道
事
業
会
計
（
公
共
下
水
道�

・
農
業
集
落
排
水
事
業
）
繰
出
金

に
３
億
１
８
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
計
上
し
ま
し
た
。�

�

　
ま
た
、
安
心
な
飲
料
水
を
供
給

す
る
た
め
、
水
道
事
業
会
計
に
１

５
０
０
万
円
、
簡
易
水
道
特
別
会

計
に
１
７
０
０
万
円
を
繰
出
し
、

住
民
の
生
活
環
境
衛
生
を
確
保
し

ま
す
。�

�����������

　
キ
ラ
リ
と
光
る
地
域
活
性
化
補

助
金
に
７
０
０
万
円
を
計
上
。
地

域
が
元
気
に
な
る
起
業
や
事
業
な

ど
を
応
援
し
ま
す
。�
�

　
９
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
補

助
金
に
２
６
０
万
円
を
計
上
、
大

し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
会
計
へ
の
補

助
金
は
、
フ
ク
シ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
経
費
を
含
め
て
７
２
０
万
円

と
し
ま
し
た
。�

�

　
路
線
バ
ス
の
運
行
補
助
金
に
２

０
０
０
万
円
を
計
上
。
越
後
下
関

駅
の
業
務
委
託
料
に
は
５
８
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

�����������

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
改
修
）
の

補
助
金
を
継
続
し
ま
す
。
20
万
円

以
上
の
改
修
工
事
費
に
対
し
10
％

を
補
助
（
上
限
10
万
円
）
す
る
も

の
で
、
村
内
事
業
者
へ
の
発
注
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
第
２
期
若
者
向
け
共
同
賃
貸
住

宅
建
設
に
向
け
て
、
用
地
購
入
費

１
０
８
８
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

第
１
期
分
（
メ
ゾ
ン
下
関
）
は
入

居
率
１
０
０
％
で
あ
り
、
今
年
度

中
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

�����������

　
小
・
中
学
校
の
通
学
費
に
は
、

定
期
券
代
１
２
５
０
万
円
、
臨
時

バ
ス
借
上
料
１
０
０
万
円
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
運
行
費
１
６
７
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。
教
員
助
手
の

配
置
費
に
は
２
４
２
０
万
を
計
上

し
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
12
名

を
確
保
。
き
め
細
か
な
教
育
環
境

に
力
を
入
れ
ま
す
。�

�

　
給
食
費
で
は
、
放
射
性
物
質
検

査
料
を
計
上
、
提
供
す
る
食
材
の

安
心
安
全
を
確
保
し
ま
す
。�

�

　
村
民
会
館
駐
車
場
整
備
費
に
１

０
０
０
万
円
を
計
上
。
村
民
会
館

ア
リ
ー
ナ
の
ラ
イ
ン
改
修
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
改
修
に
４
９
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　平成22年度決算では、財政の健全化判断比率４指標のうち、実質公債費比率は14.4％（25％以下が

健全）、将来負担比率は54.8％（350％以下が健全）となっています。実質赤字比率と連結実質赤字比

率については該当がなく、４つの指標早期健全化基準はクリアしています。��

　しかしながら、村の財政は地方交付税などの依存財源に頼らざるを得ない体質となっていて、村の

財政基盤は決して強いとは言えません。��

　村の収入は地方交付税が最も多く、平成24年度当初予算では全体の52.1％（20億8,200万円）を占

めています。財政基盤の弱い地方公共団体ほど、歳入における地方交付税の割合は高くなります。��

　こうした厳しい財政事情の中ではありますが、住民の安心安全対策に重点を置いた予算編成を行い

ました。�

●村の財政状況は・・・�


